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広報広報
「スベらない

同盟」

「わきだせ！
いのちの水」

～日本伝統の
　上総掘り井戸を

アフリカに～

「縁」

にかいどう　青／著
講談社

たけたに　ちほみ／著
フレーベル館

小野寺　史宜／著
講談社

　「ひらめいた！おまえ、漫才の台
本書けよ」学校で不動の人気を誇る
レオがいじめられている藍上とコン
ビで漫才をする。これで全て解決！
のはずだったのに…。学校という閉
じた特別な空気を描く、切なくさわ
やかなＹＡ小説。

　きれいな水を飲んでほしい。そんな
思いで、アフリカで井戸掘りを行って
いる大野篤志さん。日本がほこる伝統
の「上総掘り井戸」を応用し、現地の
人びとへの指導に力を注ぎながら、開
発途上国できれいな飲み水の出る井戸
を掘りつづける大野さんの活動を紹介。

　デート中、鈍い彼氏にきつくあ
たってしまった真波。25歳の息子
が女子高校生と付き合い、その父親
に呼び出された洋造…。人は人を傷
つける。だが、予期せぬ「縁」がそ
れを救うこともある。疲れたときこ
そ読みたい一冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中

発行/福井県勝山市　編集/政策推進部未来創造課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp
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ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山　

口　
　
　

茜
（
22
）

＝
平
泉
寺
町
小
矢
谷
＝

　

２
０
１
９
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
オ
ー
プ
ン　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝　

他

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

宇　

田　

崇　

二
（
28
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

成
年
男
子
Ｂ
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

第
３
位　

他牧　

野　

桂　

大
（
23
）
＝
栄
町
４
＝

　

第
62
回
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位

大　

林　

拓　

真
（
20
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

第
69
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝　

他

河　

野　

優
利
愛
（
23
）
＝
旭
町
２
＝

　

第
37
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
都
道
府
県
対
抗　

第
3

位永　

下　

尚　

也
（
28
）
＝
滝
波
町
１
＝

　

２
０
１
８
パ
ラ
卓
球
タ
イ
オ
ー
プ
ン　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝　

他

　

学
校
文
化
賞

中　

村　

海　

里
（
勝
山
高
３
）

　

第
66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト　

朗
読
部
門　

入
選

大　

谷　

慶　

喜
（
勝
山
高
２
）

　

第
32
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
福

井
県
大
会　

Ｂ
級　

優
勝

木　

田　

恋　

菜
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

第
24
回
福
井
県
中
学
生
郷
土
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル　

最
優
秀
賞
（
福
井
県
知
事
賞
）

梅　

田　

茉　

李
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

第
41
回
福
井
県
版
画
コ
ン
ク
ー
ル　

福

井
棟
方
賞

小　

山　
　
　

凜
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

平
成
30
年
度
福
井
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

文
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞
（
福
井
県
知

事
賞
）

伊
知
ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｓ

木　

下　

源　

友
（
勝
山
北
部
中
１
）

佐　

藤　

由　

基
（
勝
山
北
部
中
１
）

山　

下　

剛　

毅
（
高
志
中
１
）

　

平
成
30
年
度
ふ
く
い
理
数
グ
ラ
ン
プ
リ

小
学
校
算
数
部
門　

最
優
秀
賞

　

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

桝　

家　

駿
之
介
（
勝
山
高
３
）

　

常
陸
宮
賜
杯
第
69
回
中
部
日
本
ス
キ
ー

大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

少
年
男

子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

第
３
位　

他

山　

内　

美　

佳
（
勝
山
高
３
）

　

常
陸
宮
賜
杯
第
69
回
中
部
日
本
ス
キ
ー

大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

少
年
女

子
5
㎞
フ
リ
ー　

優
勝　

他

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
47
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

男
子
学
校
対

抗　

準
優
勝　

他

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
47
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
学
校
対

抗　

準
優
勝　

他

鈴　

木　

光　

生
（
勝
山
南
部
中
３
）

長
谷
川　

晴　

人
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

２
０
１
９
年
度
北
信
越
中
学
生
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

田　

中　

優　

丞
（
北
郷
小
５
）

田　

中　

陽　

丞
（
北
郷
小
５
）

　

第
24
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会　

４
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第

３
位

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

６
年
男
子
チ
ー
ム

　

第
30
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会　

６
年
男
子
団
体　

準
優
勝

Ｖ
・
Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ
奥
越
（
勝
山
北
部
中
３
・

２
、
勝
山
中
部
中
３
・
２
）

　

第
22
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会　

Ｕ
ー
14　

女
子
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

優
勝

廣
田　

栄
治
（
64
）
＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
21
年
に
わ
た
っ

て
活
動
。
要
支
援
者
の
自
立
支
援
に
力
を

尽
く
し
た
。

河
北　

公
孝
（
71
）
＝
芳
野
町
２
＝

　

旧
福
井
社
会
保
険
病
院
長
と
し
て
平
成

11
年
か
ら
同
26
年
ま
で
務
め
た
。
奥
越
の

救
急
医
療
体
制
の
確
立
な
ど
に
尽
力
し
た
。

石
橋　

良
一
（
69
）
＝
元
町
２
＝

　

勝
山
市
消
防
団
に
入
団
し
、
分
団
長
を

担
う
な
ど
40
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
。
消

火
活
動
を
指
揮
し
、
被
害
拡
大
を
防
い
だ
。

中
村　

雅
彦
（
67
）
＝
立
川
町
１
＝

　

勝
山
市
消
防
団
入
団
か
ら
31
年
に
わ

た
っ
て
活
動
。
平
成
22
年
か
ら
今
年
３
月

ま
で
団
長
を
務
め
、
火
災
防
止
に
尽
力
し

た
。 秋

の
褒
章
・
叙
勲

秋
の
褒
章
・
叙
勲

藍
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

（
敬
称
略
）
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文
化
賞

中　

村　

澄　

子
（
82
）
＝
長
山
町
２
＝

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と
普
及
お

よ
び
水
墨
画
の
創
作
に
情
熱
を
注
ぎ
、
文

化
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

文
化
功
労
賞

澤　

田　

泰　

子
（
69
）
＝
本
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
童
謡
の
指
導
と
普
及
に

情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
て
い
る

木　

下　

辰　

夫
（
78
）

＝
北
郷
町
伊
知
地
＝

　

多
年
に
わ
た
り
旧
木
下
家
住
宅
の
保
存

と
活
用
お
よ
び
周
辺
の
環
境
整
備
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

文
化
奨
励
賞

髙　

野　

由
美
子
（
59
）
＝
郡
町
２
＝

　

雅
楽
の
振
興
と
普
及
に
情
熱
を
注
ぎ
、

文
化
向
上
に
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
功
労
賞

廣　

田　

王　

代
（
60
）＝

荒
土
町
新
保
＝

　

多
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
向
上
に
精

勤
さ
れ
、
特
に
学
校
事
務
共
同
実
施
の
推

進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

社
会
教
育
賞

小　

林　

則　

夫
（
84
）
＝
昭
和
町
３
＝

　

多
年
に
わ
た
り
自
然
体
験
活
動
の
指
導

に
情
熱
を
注
ぎ
、
社
会
教
育
の
振
興
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

ふ
る
さ
と
料
理
研
究
会

　

多
年
に
わ
た
り
郷
土
料
理
の
指
導
と
地

域
の
食
文
化
の
普
及
に
情
熱
を
注
ぎ
、
社

会
教
育
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て

い
る

　

社
会
教
育
功
労
賞

山　

口　

総　

子
（
76
）
＝
郡
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
さ
わ
や
か
大
学
の
企
画

運
営
に
情
熱
を
注
ぎ
、
高
齢
者
の
学
習
の

機
会
と
交
流
の
場
の
提
供
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
て
い
る

　

社
会
教
育
奨
励
賞

佐　

野　

ま
さ
子
（
72
）

＝
鹿
谷
町
矢
戸
口
＝

　

生
け
花
の
指
導
実
践
に
情
熱
を
注
ぎ
、

社
会
教
育
の
向
上
に
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

社
会
体
育
功
労
賞

松　

名　
　
　

浩
（
64
）＝

鹿
谷
町
保
田
＝

　

多
年
に
わ
た
り
相
撲
競
技
の
指
導
と
普

及
に
情
熱
を
注
ぎ
、
社
会
体
育
の
向
上
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　教育会館において11月３日、文化や学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった32の個人お
よび団体が表彰されましたのでご紹介します。（順不同、敬称略、児童、生徒は各学校で伝達表彰） 

問教育総務課（教育会館2階）☎88 ｰ 8111
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虐
ぎゃくたい

待されれていまていませんせんか？
見
み

たこことありませんとありませんか？
12月3日～9日は「障害者週間」

　障障
しょうしょう

がいがい者者
しゃしゃ

虐虐
ぎゃくたいぎゃくたい

待待では、では、虐虐
ぎゃくぎゃく

待待
たいたい

をしているをしている人人
ひとひと

にそのにその認認
にんしきにんしき

識識がながな
い、また、い、また、虐虐

ぎゃくぎゃく

待待
たいたい

されているされている人人
ひとひと

がそうがそう認認
にんしきにんしき

識識できずできず被被
ひひ

害害
がいがい

をを訴訴
うったうった

えないえない場場
ばば

合合
あいあい

があります。があります。

◆勝
かつやま
山市

し
障
しょうがいしゃ
害者生

せいかつ
活支

し
援
えん
セ
せ ん た ー
ンター（すこやか内）

　☎87 ｰ 0600
障
しょう

がいのある方
かた
や児

じ
童
どう
、ご家

か
族
ぞく
の方

かた
が安

あん
心
しん
し

て生
せい
活
かつ
できるように、様

さまざま
々な相

そうだん
談に応

おう
じます。

◆身
しんたい
体障

しょうがいしゃ
害者相

そうだんいん
談員

障
しょう

がいのある方
かた
やご家

か
族
ぞく
の方

かた
の目

め
線
せん
に立

た
った

相
そうだん
談支

し
援
えん
を行

おこな
います。

水
みずたに
谷 修

おさむ
（村

む ろ こ
岡町

ちょう
浄
じょう
土
ど
寺
じ
）☎88 ｰ 3481

◆障
しょうがいしゃ
害者相

そうだん
談支

し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ

勝
かつやま
山市

し
社
しゃかい
会福

ふく
祉
し
協
きょう
議
ぎ
会
かい
障
しょうがい
害者

しゃ
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ

　（郡
こおりまち

町1
1
丁
ちょうめ
目（すこやか内））88 ｰ 1177

九
く
頭
ず
竜
りゅう
相
そうだん
談支

し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
（九

く
頭
ず
竜
りゅう
ワ
わ
ー
ー
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ッ
っ
プ
ぷ
）

　（旭
あさひ
町
まち
3
3
丁
ちょうめ
目）87 ｰ 6300、87 ｰ 3003

大
だいにち
日園

えん
相
そうだん
談支

し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ

　（荒
あら
土
ど
町
ちょう
松
まつ
田
た
）89 ｰ 3210

次のことは虐待です がまんせず「いやだ」「やめて」と言
い
いましょう

市
し
役
やく
所
しょ
や相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
、身

み
近
ぢか
な人
ひと
に相
そう
談
だん
しましょう

ご存じですか？ご存じですか？
ヘルプカードヘルプカード

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
付
け
て
い
る
方
は
、

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
、
内
部
障
が

い
や
難
病
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
な
ど
、

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
方
が
困
っ
て
い
た
ら
声
を
か

け
た
り
、
席
を
譲
る
な
ど
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口

で
申
請
す
れ
ば
即
日
お
渡
し
可
能
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
カ
ー
ド
の

記
載
内
容
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

対
象
▼
援
助
や
配
慮
を
必
要

と
す
る
方

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん

問
福
井
県
障
が
い
福
祉
課

☎
0
7
7
6
‐
20
‐
0
3
3
8

身
しん

体
たい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

心
しん

理
り

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

放
ほう

棄
き

・放
ほう

置
ち

経
けい

済
ざい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

• たたかれる、な
ぐられる、けら
れる

• 手
て

や足
あし

をしばら
れる

• 薬
くすり

を過
か

剰
じょう

に使
つか

っ
て身

しん

体
たい

の動
うご

きを
おさえる　など

• おしりやむねを
さわられる

• 無
む

理
り

やり、性
せい

的
てき

な行
こう

為
い

をさせら
れる

• はだかの写
しゃ

真
しん

を
撮
と

られる
など

• どなられる、悪
わる

口
くち

やひどいこと
を言

い

われる
• 仲

なか

間
ま

はずれにさ
れる

• 他
ほか

の人
ひと

の前
まえ

でば
かにされる

など

• ごはんを食
た

べさ
せてくれない、
お風

ふ

呂
ろ

に入
はい

らせ
てくれない

• 必
ひつ

要
よう

な医
い

療
りょう

や教
きょう

育
いく

を受
う

けさせて
もらえない

など

• 自
じ

分
ぶん

の財
ざい

産
さん

や年
ねん

金
きん

を勝
かっ

手
て

に使
つか

わ
れる

• 自
じ

分
ぶん

の通
つう

帳
ちょう

を見
み

せてもらえない
など

相
そうだん

談窓
まどぐち

口・相
そうだんいん

談員のご紹
しょうかい

介　（敬けいしょう称略りゃく）

障
しょう

がい者
しゃ

虐
ぎゃくたい

待に気
き

づいたらすぐに連
れんらく

絡を

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
入
手
方
法

問
とい
福
ふく
祉
し
･児
じ
童
どう
課
か
（すこやか内

ない
）☎87 ｰ 0777

※休
きゅうじつ
日夜

や
間
かん
（緊

きんきゅう
急通

つうほう
報のみ受

うけつけ
付）は☎88 ｰ 1111

県内の申請
窓口はこちら
県ＨＰ
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光と恐竜で勝山市の魅力をさらにUP！！
ガバメントクラウドファンディング

問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）
　☎88 ｰ 8105

申込はこちらから

ふるさと納税サイト
「ふるさとチョイス」

税金控除
　寄付の金額に応じて
所得税と個人住民税を
控除
※ 確定申告や住民税申
告が必要

近代化産業遺産イルミネーションプロジェクト

道の駅「恐竜渓谷かつやま」に

冬の雪を光で彩り、
　　　人々の心を温かく

恐竜モニュメント遊具を
つくろう

　ゆめおーれ勝山のマスコットキャラクター「織姫
ゆめちゃん」のオブジェクトを中心に昨年度よりグ
レードアップしたイルミネーションを目指します。

期　間▶11月15日㈮～令和２年１月15日㈬

リターン商品▶絹石鹸（ミニの３個入り）
　１万円以上　オリジナルタオル

　来春オープン予定の道の駅「恐竜渓谷かつやま」
に恐竜資源を生かした魅力的で話題性のあるモニュ
メント遊具を設置することで、勝山市への観光客の
集客を目指します。

期　間▶11月下旬～令和２年2月15日㈯

リターン商品▶モニュメントデザイン入り商品
　1万～ 2万円　クリアファイル、ポストカード
　3万円　　　　ポスター、クリアファイル
　5万円　　　　トートバック
　10万円以上　 上記商品セット

昨年製作した「織姫ゆめちゃん」

小田隆氏（大阪芸術大学准教授）製作の
「フクイラプトル」のデザイン画をコンセプトに製作予定

今年のイルミネーション
「織姫ゆめちゃん・光の国」
期　間▶12月１日㈰～令和２年３月１日㈰
　　　　午後４時～10時

昨年よりグレードアップ

目標金額

100万円

目標金額

1,000万円

皆さまのご協力を
お願いします
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機
械
科　

天
池
友
彦
さ
ん

10
年
後
、
市
の
高
齢
者
の
割
合

は
40
％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
足
腰
の
悪
い
人
や

家
か
ら
あ
ま
り
出
ら
れ
な
い
人
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
。

　

そ
う
い
っ
た
方
々
が
毎
日
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
高
齢

者
の
要
望
を
聞
き
、
段
差
の
高
さ

に
合
わ
せ
た
ス
ロ
ー
プ
を
作
製
、

机
や
い
す
、
愛
着
の
あ
る
も
の
な

ど
の
修
理
に
取
り
組
み
た
い
。

　

高
齢
者
が
快
適
・
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
若
い
力
を
頼
っ

て
ほ
し
い
。

電
気
科　

加
藤
航
真
さ
ん

　

勝
山
の
祭
り
は
に
ぎ
や
か
さ
が

少
な
い
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
の

よ
う
に
光
を
使
う
こ
と
で
、
人
を

集
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

祭
り
会
場
ま
で
の
街
路
樹
や
左

義
長
の
短
冊
な
ど
を
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
装
飾
し
、
町
全
体
を
お

祭
り
モ
ー
ド
に
す
る
。

　

お
客
さ
ん
自
ら
が
発
電
し
、
点

灯
す
る
参
加
型
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
作
る
。
参
加
者
に
は
祭

り
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
渡
す
な

ど
、
集
客
力
を
上
げ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科　

廣
瀨
文
月
さ
ん

　

勝
山
市
の
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
夏
な
ら

恐
竜
博
物
館
、
冬
な
ら
ス
キ
ー

ジ
ャ
ム
と
い
う
観
光
客
が
集
ま
る

場
所
に
展
示
す
る
。

　
「
次
は
あ
そ
こ
に
行
こ
う
」
と

思
わ
せ
る
こ
と
で
、
観
光
客
が
増

え
る
と
思
う
。
観
光
客
を
増
や
し

勝
山
の
町
お
こ
し
や
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

生
活
・
福
祉
科　

生
活
コ
ー
ス　

山
根
舞
雪
さ
ん

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
、
勝
山
の

恐
竜
や
左
義
長
祭
り
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
レ
シ
ピ
を
、
市
内
の
飲
食

店
に
提
供
し
た
い
。

　

ケ
ー
キ
の
上
で
か
わ
い
い
恐
竜

が
左
義
長
の
囃
子
を
た
た
く
様
子

を
表
現
し
た
り
、
ま
わ
り
に
左
義

長
の
短
冊
の
色
で
あ
る
緑
色
、
黄

色
、
赤
色
の
ホ
イ
ッ
プ
で
装
飾
。

　

食
べ
な
れ
た
食
材
の
魅
力
を
新

し
い
形
で
再
確
認
し
、
県
内
外
の

方
に
勝
山
の
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
。話
題
に
な
り
、

勝
山
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

生
活
・
福
祉
科　

福
祉
コ
ー
ス

滝
本
果
音
さ
ん

　
「
勝
山
に
住
む
老
若
男
女
み
ん

な
で
わ
い
わ
い
ご
飯
を
食
べ
た

い
」「
地
産
地
消
を
目
指
し
、
高

校
生
が
作
る
郷
土
料
理
を
食
べ
た

い
」
と
い
う
思
い
で
考
案
。

　

勝
山
に
は
密
な
関
わ
り
が
で
き

る
場
所
、
郷
土
料
理
を
味
わ
え
る

場
所
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

高
齢
化
に
よ
り
単
独
世
帯
が
増

加
し
、
一
人
で
食
事
を
し
て
い
る

高
齢
者
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

楽
し
い
食
事
、
豊
か
な
食
文
化
の

再
確
認
、
自
分
の
住
む
ふ
る
さ
と

を
好
き
に
な
る
、高
校
生
が
活
躍
、

町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど

の
効
果
を
期
待
で
き
る
と
思
う
。

問
学
校
教
育
課（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
２

　

奥
越
明
成
高
校
の
各
科
、
各

　

奥
越
明
成
高
校
の
各
科
、
各

コ
ー
ス
の
代
表
５
人
が
、
市
の
現

コ
ー
ス
の
代
表
５
人
が
、
市
の
現

状
を
踏
ま
え
、
専
門
学
科
の
学
び

状
を
踏
ま
え
、
専
門
学
科
の
学
び

を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市

を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市

長
に
提
案
し
ま
し
た
。

長
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

　

生
徒
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行
す
る
上
で
の
課
題
も
考
慮
し

実
行
す
る
上
で
の
課
題
も
考
慮
し

て
お
り
、
市
長
は
「
よ
く
考
え
て

て
お
り
、
市
長
は
「
よ
く
考
え
て

い
る
」
と
感
心
し
、
実
現
に
向
け

い
る
」
と
感
心
し
、
実
現
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
も
、
若
者
が
意
見

　

市
は
、
今
後
も
、
若
者
が
意
見

を
述
べ
る
場
を
設
定
す
る
な
ど
、

を
述
べ
る
場
を
設
定
す
る
な
ど
、

未
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
教
育

未
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
教
育

に
努
め
ま
す
。

に
努
め
ま
す
。

 勝山市×奥越明成コラボプロジェクト

奥越明成高校生奥越明成高校生
　　市長と語る会　　市長と語る会

時10月９日　所市役所

勝
山
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

た
く
さ
ん
集
め
ろ
、観

光
客

明
成
発　

勝
山
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
レ
シ
ピ
開
発

明
成
食
堂
に
集
え
、
勝

山
市
の
老
若
男
女
た
ち

光
は
人
を
呼
ぶ
。
光
で

勝
山
を
明
る
く
し
よ
う

会
の
詳
細
は

こ
ち
ら

市ＨＰ
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地
産
地
消
で
地
域
と
つ
な
が
る

　

奥
越
特
別
支
援
学
校
が
取
り
組

む
地
産
地
消
。
実
は
ち
ょ
っ
と
す

ご
い
ん
で
す
。

　

高
等
部
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
る

農
業
班
で
は
、
校
内
の
畑
で
農
作

物
を
減
農
薬
栽
培
し
販
売
す
る
ほ

か
、同
校
の
ザ
ウ
ル
ス
ベ
ー
カ
リ
ー

カ
フ
ェ
で
提
供
す
る
パ
ン
の
具
や

給
食
な
ど
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
で
出
た
野
菜
く
ず
も
、
た

い
肥
に
し
て
畑
に
ま
く
な
ど
無
駄

な
く
利
用
。
こ
う
し
た
活
動
が
評

価
さ
れ
、
昨
年
度
、
特
別
支
援
学

校
と
し
て
は
初
め
て
地
産
地
消
等

優
良
活
動
で
北
陸
農
政
局
長
賞
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
栽
培
し
た
野
菜
を
食
べ
て
も

ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
話
す
農
業

班
で
活
動
す
る
高
等
部
の
生
徒
さ

ん
は
、
地
域
の
方
か
ら
「
今
度
は

な
ん
の
野
菜
が
で
き
る
の
」
と
聞

か
れ
る
の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　

農
業
班
の
活
動
は
体
力
づ
く
り

も
兼
ね
て
お
り
、
就
労
支
援
の
一

環
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ザ
ウ
ル
ス
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ

で
提
供
す
る
生
徒
手
作
り
の
パ
ン

に
は
、
同
校
産
の
ほ
か
に
も
県
内

産
や
奥
越
産
の
野
菜
や
果
物
が
使

わ
れ
、
お
客
さ
ん
に
わ
か
る
よ
う

に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
加
工
班
の
中
野
叶
多
さ
ん

（
高
等
部
２
年
生
）
は
「
お
す
す

め
は
農
業
班
の
野
菜
や
果
物
を

使
っ
た
パ
ン
。
自
分
た
ち
で
作
っ

た
も
の
は
美
味
し
い
で
す
」
と
、

な
す
と
バ
ジ
ル
の
パ
ン
や
リ
ン
ゴ

の
パ
ン
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
の
開
催
に
合
わ

せ
て
販
売
さ
れ
る
野
菜
は
「
安
く

て
美
味
し
い
」
と
地
域
の
方
に
評

判
で
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
同
校
の
活
動
に
、
今
後
も
注

目
で
す
。

問
県
立
奥
越
特
別
支
援
学
校　

☎
88
‐
０
０
５
０

生徒がコツを伝授 パン教室開催パン教室開催
　10月9日、食品加工班の
生徒たちが参加者にパン作
りを教えるパン教室が奥越
特別支援学校で開かれまし
た。
　参加者8人に一人ずつ生
徒が付き、参加者は楽しく

会話しながら、生地の巻き方や具の包み方を生徒か
ら教わりながら一緒にパンを作りました。
　参加者には「カフェで知って参加した。会話しな
がら教えてもらったのは新鮮」「パン作りは初めて。
生徒の教え方と笑顔がよかった」と好評でした。
　交流タイムでは、生徒たちがパンができるまでを
解説。地域や学校の皆さんに
おいしく食べてもらえるよう
頑張っていると思いを伝えま
した。

カフェ内のホワイトボードに
食材の産地が表示される

カフェの開催に合わせて販売カフェの開催に合わせて販売

同校の野菜や果物を使ったパン同校の野菜や果物を使ったパン農業班の収穫の様子農業班の収穫の様子 学校HP

学
校
が
取
り
組
む

地
産
地
消

地
場
産
品
を

美
味
し
い
パ
ン
で
Ｐ
Ｒ

美
味

しく
焼 き上

がりました！
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放
置
し
な
い
で
！

放
置
し
な
い
で
！

サ
ト
イ
モ
の
ご
み

サ
ト
イ
モ
の
ご
み

　

夏
場
の
高
温
、
長
雨
な
ど
に
よ

り
発
生
し
た
サ
ト
イ
モ
の
病
気

が
、
家
庭
菜
園
で
も
発
生
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
の
病
気
の
発
生
を
防
ぎ
、

特
産
サ
ト
イ
モ
を
守
る
た
め
、
以

下
の
作
業
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
廃
棄
す
る
サ
ト
イ
モ
の
葉
や

茎
、
芋
は
、
今
の
う
ち
に
来
年

作
付
け
す
る
水
田
や
畑
の
中
に

捨
て
、
完
全
に
埋
め
ま
し
ょ
う

◆
山
や
河
川
敷
へ
の
投
げ
捨
て

や
、
田
ん
ぼ
畦
へ
の
野
積
み
は

避
け
ま
し
ょ
う

　

な
お
、
病
気
に
よ
る
サ
ト
イ
モ

の
食
味
な
ど
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前

本
店
営
農
政
策
課

☎
65
‐
１
２
５
１

　

同
勝
山
南
支
店☎

88
‐
０
３
４
１

　

同
勝
山
中
支
店☎

88
‐
０
３
４
２

　

同
勝
山
北
支
店☎

89
‐
２
０
０
３

　

奥
越
農
林
総
合
事
務
所
農
業

　

経
営
支
援
部
☎
65
‐
１
４
９
１

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】

期
間
▼
平
成
31
年
４
月
１
日
〜
令
和
元
年
９
月
30
日

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
１
７
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
３
・

35
％
減
）、
給
水
収
益
は
１
億
６

３
８
１
万
円
（
前
年
度
比
３
・

20
％
減
）
と
な
り
、
給
水
量
、
給

水
収
益
と
も
前
年
度
を
下
回
り
ま

し
た
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
勝
山
市
上
水
道
第
８
次

拡
張
事
業
変
更
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
額
は
計
１
億

１
８
１
６
万
円
で
、
主
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
改
良
事
業

○
若
猪
野
水
源
地　

２
号
井
実
施

設
計
業
務
委
託（
若
猪
野
地
係
）

○
鹿
谷
水
源
地　

取
水
流
量
計
更

新
工
事
（
鹿
谷
町
保
田
地
係
）

○
雁
ヶ
原
配
水
池
〜
立
川
上
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー　

遠
方
監
視
設

備
更
新
工
事
（
１
７
０
字
奥
山

ほ
か
地
係
）

○
新
道
配
水
池　

№ 
１
次
亜
注
入

ポ
ン
プ
更
新
工
事
（
荒
土
町
新

道
地
係
）

○
主
要
地
方
道
大
野
・
勝
山
線
ほ

か　

配
水
管
布
設
に
伴
う
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
（
平
泉
寺

町
大
渡
地
係
）

○
市
道
７
ー
73
号
線　

配
水
補
助

管
布
設
替
工
事
（
立
川
町
１
丁

目
地
係
）

○
市
道
７
ー
１
４
８
号
線　

配
水

補
助
管
布
設
替
工
事
（
旭
町
２

丁
目
地
係
）

○
若
猪
野
水
源
地　

№ 
２
井
戸
さ

く
井
更
新
工
事（
若
猪
野
地
係
）

○
若
猪
野
水
源
地　

№ 
２
井
戸
機

械
設
備
工
事
（
若
猪
野
地
係
）

○
若
猪
野
水
源
地　

№ 
２
井
戸
電

気
設
備
工
事
（
若
猪
野
地
係
）

○
立
川
水
源
地　

取
水
流
量
計
設

置
工
事（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

○
立
川
水
源
地　

取
水
流
量
計
廻

り
配
管
工
事
（
立
川
町
２
丁
目

地
係
）

○
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

１
（
遅
羽
町
嵭
崎
ほ
か
地
係
）

○
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

２
（
旭
町
２
丁
目
地
係
）

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

奥
越
で
も
病
気
が
発
生

サ
ト
イ
モ
の
ご
み
は

土
の
中
へ

サトイモの葉や茎に発生している病斑

NO!!NO!!

宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

　

大
渡
区
が
祭
礼
行
事
や
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
周
辺
除
雪
に
必
要
な

備
品
を
整
備
。
祭
礼
行
事
を
更
に

活
性
化
し
て
区
民
の
親
睦
を
深
め

る
ほ
か
、

除
雪
の
負

担
を
軽
減

し
ま
す
。

　

西
妙
金
島
区
が
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
奉
仕
活
動
に
不
可
欠
な
各
種
備

品
を
整
備
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
や
清
掃
な
ど
の
奉

仕
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

除雪機除雪機

提灯修理提灯修理草刈り機草刈り機 炭焼きコンロ炭焼きコンロ

物置物置物置物置 テントテント
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か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
る

農
業
委
員
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

農
業
の
生
産
性
を
高
め
、
競
争
力
を
強

化
し
て
い
く
に
は
、
担
い
手
に
農
地
を
集

積
・
集
約
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

勝
山
市
農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
、
こ

の
目
的
に
向
け
て
最
適
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

最
適
化
推
進
に
必
要
な
も
の

①
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

②
遊
休
農
地
の
防
止
・
解
消

③
新
規
参
入
の
推
進

　

勝
山
市
の
農
業
の
実
情
を
把
握
す
る
た

め
、
農
業
委
員
会
は
、
平
成
31
年
２
月
〜
３

月
に
か
け
て
30
ａ
以
上
の
農
地
を
所
有
ま

た
は
経
営
す
る
方
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。（
回
答
数
７
０
２
件
）

　

そ
の
結
果
、
農
家
の
約
８
割
が
60
歳
以

上
、
約
６
割
が
後
継
者
が
い
な
い
、
約
７

割
が
10
年
以
内
に
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い

る
な
ど
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
の
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
中
山
間
地
域
に
あ
る
農
家
は
、
平

地
と
比
べ
て
規
模
拡
大
に
制
約
が
あ
り
深

刻
な
状
況
で
す
。

　

集
落
・
地
域
が
抱
え
る
、
人
と
農
地
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
で

は
集
落
ご
と
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
地
域
の
実
情
を

調
査
し
、
５
〜
10
年
後
に
地
域
の
中
心
と

な
る
経
営
体
に
農
地
を
集
約
し
て
い
く
た

め
の
方
針
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
よ
り
農
業
委
員
会
な
ど
の
各

機
関
が
各
集
落
・
地
域
に
出
向
き
プ
ラ
ン

作
成
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
作

成
期
限
は
令
和
３
年
３
月
末
で
す
。

問
勝
山
市
農
業
委
員
会
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
１
５

勝山の農家の今
農業経営に関する意識調査の結果より
（令和元年 6月　勝山市農業委員会）

農家の年齢割合

後継者の有無

リタイアを考えている時期

平均年齢
67.5 歳

60歳未満
16%

いる
25%

いない
64%

すぐ
10%

未回答 6% 3年以内
8%

5年以内
20%

10年以内
31%

10年以上先
25%

未回答
11%

60歳代
37%

70歳代
30%

80歳以上
10%

未回答

高
齢
者
が
支
え
る

勝
山
市
の
農
業

課
題
解
決
の
た
め
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン

農
地
所
有
者
の

意
向
把
握

集
落
で
の
話
し
合
い
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ご
み
（
廃
棄
物
）
を
河
川
や
山

　

ご
み
（
廃
棄
物
）
を
河
川
や
山

林
、
空
地
、
道
路
の
わ
き
の
茂
み

林
、
空
地
、
道
路
の
わ
き
の
茂
み

な
ど
に
捨
て
る
事
案
が
後
を
絶
ち

な
ど
に
捨
て
る
事
案
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

法
人
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
い

　

法
人
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
い

出
る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、

出
る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
（
家
庭
ご
み
）
で
あ
っ
て
も

棄
物
（
家
庭
ご
み
）
で
あ
っ
て
も

み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
廃
棄
物

み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
廃
棄
物

処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
違
反
し
て
ご
み
を
捨
て

　

法
律
に
違
反
し
て
ご
み
を
捨
て

た
場
合
、
法
人
で
は

た
場
合
、
法
人
で
は
33
億
円
以
下

億
円
以
下

の
罰
金
、
個
人
の
場
合
は

の
罰
金
、
個
人
の
場
合
は
55
年
以
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は

下
の
懲
役
も
し
く
は
1
0
0
0

1
0
0
0
万万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
す
。

•
自
分
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
ご

み
を
投
棄
す
る
、
埋
め
る

•
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

•
道
路
や
駐
車
場
わ
き
の
草
む

ら
、
水
路
へ
の
ご
み
の
投
げ
捨

て
•
野
外
で
の
ご
み
焼
却

　

し
ば
し
ば
こ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
回
収
で
き
な
い
ご
み
が
捨
て
て

あ
り
ま
す
。
警
告
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
た
ご
み
は
、
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
、
再
度
正
し
く
出
し
て
く
だ

さ
い
。

•
ご
み
の
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の

•
黒
い
袋
な
ど
の
中
身
が
見
え
な

い
袋
に
入
っ
て
い
る
も
の

•
ふ
と
ん
、
自
転
車
、
ソ
フ
ァ
ー
、

タ
ン
ス
な
ど

※
直
接
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え

つ
に
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

•
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機

•
家
の
建
材
や
機
械
、
車
両
の
部

品
な
ど
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
で
処

理
で
き
な
い
も
の

※
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
販
売
店

な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　

収
集
日
以
外
の
日
に
は
、
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
ご
み
出
し
は
、
当
日
午
前
8

時
ま
で
に
）

Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

Thanksgiving（感謝祭）11月の
テーマ

What are you thankful for?
何に感謝していますか？

I am thankful for my health.
　健康であることに感謝していす。

I am thankful for my family and 
friends.
　家族や友人に感謝しています。

I am thankful for having food 
everyday.
　毎日食べ物があることに感謝してい
ます。

不
法
投
棄
を

不
法
投
棄
を０（

ゼ
ロ
）に
！

０（
ゼ
ロ
）に
！

次
の
事
例
も
、
違
反
行
為
で
す

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
も
の
は

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

回
収
で
き
ま
せ
ん

《Thanksgiving Day》
　アメリカでは、11月の第四木曜日に家族や親戚
や友人などが集まって一緒に食事を楽しみ、感謝の
気持ちを伝えます。

高齢者の
運転免許証自主返納
を支援します
　勝山市でも高齢運転者による事故が増加していま
す。最近急ブレーキを踏む回数が増えた、信号を見
落としやすくなったなど、運転に不安を感じたら、
運転免許証を返納しましょう。

支援
内容

市内コミュニティバスの無料乗車券を交付
※ 支援決定者が本市の住民票から削除されるま
で有効

《手続きの流れ》

①運転者教育センターか警察署で
　運転免許証を返納

②市役所で支援事業の申請
※ 運転免許証取消通知書をお持ちください
※ 自主返納した日から起算して１年以内

③バス無料乗車券の交付（郵送）

問市民・環境・税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8104

対象者
65歳以上
※有効期間内に
　自主返納され
　た方
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令
和
元
年
の
台
風
19
号
（
ア
ジ
ア
名
：

ハ
ギ
ビ
ス
）
は
、
10
月
12
日
に
日
本
に

上
陸
し
、
関
東
地
方
、
甲
信
地
方
、
東

北
地
方
な
ど
に
記
録
的
な
大
雨
を
も
た

ら
し
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど

を
引
き
起
こ
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
皆
さ
ま
に
は
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

幸
い
、
当
ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
内

で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
今
一
度
、
自
分

た
ち
が
住
む
地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
と
き
、
起

こ
っ
た
と
き
に
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
る
べ
き
な
の
か
。
そ
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
の
が
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
す
。「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、
そ
の

災
害
範
囲
を
地
図
化
し
た
も
の
で
す
。

予
測
さ
れ
る
災
害
の
発
生
地
点
や
規

模
、
被
害
程
度
、
さ
ら
に
避
難
場
所
な

ど
の
情
報
が
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
の
平
野
部
は
、
大
部
分
が
扇

状
地
、
一
部
分
が
河
岸
段
丘
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
扇
状
地
は
、
九
頭
竜
川
に

注
ぎ
込
む
支
流
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
氾
濫
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
上
流
部

か
ら
浸
食
さ
れ
て
流
れ
て
き
た
土
砂
が

堆
積
し
て
で
き
た
地
形
で
す
。
河
岸
段

丘
は
、
河
川
の
浸
食
と
大
地
の
隆
起
、

気
候
変
動
が
繰
り
返
し
て
で

き
た
地
形
で
す
。
河
川
に
沿
っ

て
、
平
坦
な
面
（
段
丘
面
）

と
急
な
崖
（
段
丘
崖
）
が
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
坦
な
扇
状
地
上
や
段

丘
面
を
住
宅
地
や
耕
作
地
と
し
て
利
用

し
、
恩
恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
地
形
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
河

川
の
浸
食
・
運
搬
・
堆
積
と
い
う
自
然

現
象
が
つ
く
っ
た
大
地
で
、
自
然
現
象

で
人
が
害
を
被
れ
ば
災
害
と
な
り
ま
す
。

　

勝
山
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
洪
水
・

土
砂
災
害
、地
震
）
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
（
各
家
庭
に
は

配
布
済
み
）。
自
分
が
暮
ら
す
地
域
で

起
こ
り
う
る
災
害
、
避
難
場
所
、
避
難

経
路
、
防
災
グ
ッ
ズ

な
ど
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

－第42回－　ハザードマップ－第42回－　ハザードマップ

越前甲（1319.7m）から南側を見た
勝山の平野部（6月）。左奥は大野盆地

ハザード
マップは
こちら

勝 山 左 義 長 ま つ り勝 山 左 義 長 ま つ り
第８回絵行燈用

川柳全国公募
おはやし講習会　おはやし講習会　

参加者募集参加者募集
　勝山左義長、昨今の世間の話題や
政治問題、吉祥干支にちなんだ川柳
を募集します
※自作未発表作品に限ります

応募部門▶①勝山左義長部門　②世相部門
応 募規定▶市ホームページの専用応募
フォームからご応募ください

　※ 応募点数に制限はありませんが、
1回につき3点以内とします

応募締切▶応募締切▶令和２年1月6日㈪令和２年1月6日㈪
賞▶賞▶椎名誠賞（１点）椎名誠氏サイン入り書籍椎名誠賞（１点）椎名誠氏サイン入り書籍

旬な特産品3,000円相当分旬な特産品3,000円相当分
　　入賞（各部門10点）旬な特産品3,000円相当分　　入賞（各部門10点）旬な特産品3,000円相当分
そ の他▶そ の他▶入賞作品の著作権は勝山市に帰属します。入賞作品の著作権は勝山市に帰属します。
入賞者には、作品の絵行燈写真を送付します入賞者には、作品の絵行燈写真を送付します
問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）問商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）
　☎88 ｰ 8117　☎88 ｰ 8117

　演奏に興味のある方を募集します。　演奏に興味のある方を募集します。
　経験者コースもあります。　経験者コースもあります。
と　き▶ と　き▶ 11月25日、12月2日・9日・16日・23日、11月25日、12月2日・9日・16日・23日、

1月20日・27日、2月3日（全8回・すべ1月20日・27日、2月3日（全8回・すべ
て月曜日）午後７時30分～９時て月曜日）午後７時30分～９時

　※11月25日は午後7時より開講式を行います
ところ▶市民会館１階展示ホールほか
対 　象▶太鼓は小学4年生以上（小学３年生以下は
保護者同伴）、笛・三味線は中学生以上
受講料▶無料
申 込方法▶「氏名」「住所」「学年」「演奏したい楽器」
を下記までお知らせください。

※ 三味線の貸出しは、数に限りがあります。笛・
太鼓バチは各自でご用意ください
　　  勝山左義長ばやし保存会事務局
　　  ☎090 ｰ 2037 ｰ 4743（桝家）
　　  商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）商工観光・ふるさと創生課（市役所2階）
　　  ☎88 ｰ 8117☎88 ｰ 8117

申・問

かつやま
“左義長”大使

応募
フォーム

三味線
笛
太鼓

本人厳選

「椎名誠賞
」
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勝山の技術が集結
■10月27日　ジオアリーナ

　勝山産業フェアと勝山うまいもん祭りが開催され
ました。11回目となる今回は、市内企業16社が出
展したほか、体験コーナーや名物グルメが集まり、
会場は多くの人出で賑わいました。

特産サトイモ、今年の出来は？
■10月27日　野向町北野津又

　里芋観光農園で
里芋掘り体験が開
催 さ れ ま し た。
132人が参加し、
それぞれ割り当て
られた里芋を掘り
起こしていきまし
た。
　会場ではのっぺ
い汁のふるまいな
どがあり、参加者
は舌鼓を打ちまし
た。

10
月
５
・
６
日
に
茨
城
県
で
国

体
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
初

め
て
開
催
さ
れ
た
、
全
国
都
道
府

県
対
抗
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
に
出

場
し
た
池
田
大
樹
さ
ん
が
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ベ
ス
ト

８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
「
県
代
表
と
し
て
、
強
い
選
手

と
戦
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
会

場
の
幅
広
い
客
層
と
多
数
の
報
道

陣
に
驚
き
ま
し
た
」
と
話
す
、
ぷ

よ
ぷ
よ
歴
13
年
の
池
田
さ
ん
は
、

福
井
大
学
に
通
い
な
が
ら
県
内
外

の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

全
国
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
あ
わ
せ

て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

茨
城
国
体
出
場
者
紹
介（
敬
称
略
）

相
撲
少
年
男
子
▼
上
野
俊
光
（
北

郷
町
西
妙
金
島
）、
多
田
央
希

（
元
町
３
）、
鵜
山
隼
冶
（
村
岡

町
浄
土
寺
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
成
年
男
子
▼
松
川

直
弘
（
監
督
・
荒
土
町
松
田
）、

牧
野
桂
大
（
栄
町
４
出
身
）、

南
茂
蓮
太
（
元
町
２
出
身
）　

成
年
女
子
▼
笹
木
里
司（
監
督
・

長
山
町
２
）　

少
年
男
子
▼
牧

野
智
幸
（
監
督
・
栄
町
４
）、

中
村　

舜
（
旭
毛
屋
町
）

ク
レ
ー
射
撃
ト
ラ
ッ
プ
▼
梅
本
康

隆
（
旭
毛
屋
町
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
成
年
男
子
▼
鈴
木
涼

太
（
郡
町
３
）

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
成
年
女
子
▼
新

谷
望
恵
（
滝
波
町
２
）

国体ｅスポーツ

ぷよぷよぷよぷよで健闘で健闘

池田大樹さん（21）
プレイヤーネーム「タイタン」

＝村岡町浄土寺＝

ジオアリーナにニューマシン登場
健康維持・筋肉増強にご利用ください。

ロ
ー
タ
リ
ー
ト
ー
ソ
＆
ツ
イ
ス
ト

鍛
え
る
部
位
▼
脇
腹

ア
ダ
ク
シ
ョ
ン
＆
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

鍛
え
る
部
位
▼
太
も
も
の
内
側
・
外
側

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
初
め
て
利
用
す
る
場

合
は
、「
初
回
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
で
す

市ＨＰ
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
山
田
樹
璃
（
成
器
南
6
）

前
川
煌
成
（
鹿
谷
4
）
反
保
あ

か
り
（
成
器
南
1
）

銀
賞
▼
出
口
望
冬
（
成
器
南
6
）

藤
田
ま
ど
か
（
成
器
西
4
）
長

谷
川
静
奈
（
成
器
南
3
）
多
田

結
奏
（
荒
土
2
）
西
野
礼
那
（
荒

土
1
）
堀
善
大
郎
（
北
郷
1
）

銅
賞
▼
白
崎
彩
月
（
勝
山
北
部
2
）

谷
口
莉
依
（
勝
山
北
部
2
）
酒

井
愛
白
（
鹿
谷
6
）
寺
本
愛
咲

（
鹿
谷
4
）
野
邊
和
奏
（
成
器
西

4
）
笠
松
真
仲
（
北
郷
2
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

金
賞
▼
北
川
拓
磨
（
村
岡
6
）
石

川
陽
葵
（
成
器
南
5
）
竹
内
琢

翔
（
鹿
谷
4
）
伊
藤
颯
翼
（
三

室
3
）
清
水
咲
来
（
北
郷
2
）

松
村
侑
珠
（
北
郷
1
）
小
田
煌

月
（
ケ
イ
テ
ー
こ
・
年
中
）

銀
賞
▼
吉
田
凌
太
朗
（
荒
土
6
）

廣
田
真
里
菜
（
荒
土
5
）
沼
田

純
和
（
成
器
西
4
）
山
内
心
音

（
成
器
西
4
）
林
勇
希
（
成
器

南
3
）
嶋
田
悠
生
（
成
器
南

3
）
中
辻
愛
莉
（
成
器
西
2
）

堂
前
凛
香
（
成
器
西
2
）
松
澤

武
秀
（
鹿
谷
保
・
年
長
）
桜
田

晴
紀
（
南
こ
・
年
長
）
古
家
希
々

香
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）
松
山

旺
士
郎
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

銅
賞
▼
川
上
葵
生
（
成
器
南
6
）

笠
松
和
（
成
器
南
6
）
沼
田
健

慎
（
成
器
西
6
）
堀
琥
大
郎
（
北

郷
5
）
宇
佐
美
陽
菜
（
鹿
谷
5
）

坂
本
麗
名
（
成
器
南
5
）
竹
内

愛
（
鹿
谷
5
）
片
桐
銀
持
郎
（
成

器
西
4
）
笹
村
遥
華
（
成
器
西

4
）
仲
村
綾
花
（
成
器
南
4
）

袖
川
桜
（
成
器
南
3
）
澤
ゆ
り

あ
（
北
郷
3
）
布
川
昊
（
成
器

南
3
）
西
浦
應
志
（
荒
土
2
）

齋
藤
大
綺
（
成
器
西
2
）
山
内

陽
愛
（
平
泉
寺
2
）
反
保
明
花

梨（
成
器
南
1
）田
中
優
衣
菜（
成

器
南
1
）
尾
田
海
春
（
成
器
西

1
）
西
出
琥
珀
（
野
向
1
）
松

村
京
汰
（
き
た
こ
・
年
長
）
笠
川

実
桜
（
北
郷
わ
し
の
こ
保・年
長
）

森
下
新
太
（
ケ
イ
テ
ー
こ・年
長
）

廣
田
旺
介
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

今
井
柚
希
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

松
岡
歩
翔
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

市
長
賞
▼
佐
野
幸
音
（
鹿
谷
1
）

金
賞
▼
髙
田
百
夜
子
（
勝
山
南
部

1
）
濱
上
怜
三
（
成
器
西
3
）

銀
賞
▼
仲
村
凜
々
子
（
勝
山
南
部

1
）
大
倉
那
月
（
成
器
西
6
）

森
翼
（
成
器
西
3
）
大
滝
眞
子

（
成
器
西
1
）山
内
雫（
鹿
谷
保
・

年
中
）

銅
賞
▼
白
木
瑛
門
（
成
器
西
6
）

宇
野
栞
那
（
村
岡
3
）
川
村
碧

葦
（
北
郷
2
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
城
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

福井県立恐竜博物館賞
塚田ライハン龍太郎
（文京区立明化5）

みんなで築こう人権の世紀

～考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう～考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう
違いを認め合う心～違いを認め合う心～

　

人
権
と
は
、
国
籍
・
性
別
・
出
身
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
が
幸
せ

に
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
す
。

　
「
虐
待
」「
い
じ
め
」「
セ
ク
ハ
ラ
」「
差
別
」
な
ど

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

勝
山
市
で
も
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
（
定
例
）
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
身
近
な
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
啓
発
活
動

と　

き
▼
12
月
2
日
㈪　

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ
▼
勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

内　

容
▼
南
こ
ど
も
園
児
の
出
し
物
な
ど

◆
人
権
相
談

　

７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

蘭
・
桜
の
間

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）
☎
88
‐
1
1
1
5

◆SDGｓの基盤は「人権」
　世界各国で取り組まれている
SDGs（持続可能な開発目標）の「誰
一人取り残さない」という理念は、
世界人権宣言の精神を引き継いだ
ものです。
　「思いやりの心」や「かえがえの
ない命」などが人権を守ることに
繋がり、SDGｓの目標すべての実
現に繋がります。

12月10日は「人権デー」・12月4日～ 10日は「人権週間」
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

荒
土
町
西
ケ
原
区
の
雪
崩
防
止
堰
堤

　

日
本
列
島
は
今
年
も
各
地
で
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
。
勝
山
市
で
も
冬
の
大
雪
に

よ
る
雪
害
が
心
配
さ
れ
る
。

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
の
38
豪
雪
で
は

野
向
町
横
倉
で
ア
ワ
ナ
ダ
レ
（
表
層
雪
崩
）

が
起
き
、
児
童
３
人
を
含
む
16
人
の
犠
牲
者

が
出
た
。
同
年
、
似
た
地
形
の
西
ケ
原
区
で

も
起
き
、
２
家
族
11
人
は
事
前
に
察
知
し
て

無
事
避
難
し
た
が
、
住
宅
２
棟
、
土
蔵
１
棟

が
全
壊
し
た
。
56
豪
雪
に
も
同
区
で
雪
崩
が

起
こ
っ
た
が
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

古
文
書
に
よ
る
と
明
和
９
年
（
１
７
７
２
）

２
月
、
細
野
地
区
で
ア
ワ
ナ
ダ
レ
が
起
き
た
。

正
確
な
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
犠
牲

者
は
42
人
と
あ
る
。

　

西
ヶ
原
区
に
は
雪
崩
防
止
堰
堤
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
近
く
の
無
縁
塚
に
「
平
成
３
年

堰
堤
建
設
に
よ
り
墳
墓
三
基
を
他
所
に
移

転
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
上
部
の
堰
堤
（
砂

防
ダ
ム
）
の
完
成
は
同
５
年
で
、
１
年
後
に

下
側
の
雪
崩
防
止
堰
堤
が
建
設
さ
れ
た
。

　

国
交
省
国
土
地
理
院
は
、
過
去
に
発
生
し

た
洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど
、
自
然
災
害
に
係

る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
石
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
、
地
図
記
号
と
し
て
地
形
図
な
ど
に
掲

載
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
然
災
害
伝
承
碑
は

集
落
の
被
害
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
被
害
状
況
を
伝
え
、
ま
た
地
域
住

民
に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

災
害
伝
承
碑
の
地
図
記
号
は
、
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
今
年
の
９
月
以
降

に
刊
行
さ
れ
る
２
万
５

千
分
１
地
形
図
か
ら
順

次
掲
載
さ
れ
る
。
市
内

で
は
横
倉
の
慰
霊
碑
、

猪
野
口
の
女
神
川
洪
水

の
災
害
供
養
碑
、
西
ケ

原
の
雪
崩
防
止
堰
堤
が

こ
れ
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

荒
土
町
西
ケ
原
ケ
原
区
の
雪
崩
防
止
堰
堤

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　
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Enjoy Life in Katsuyama

　今回は特別インタビューとし
て、８月から地域おこし協力隊
に就任した太田さんにお話を伺
いました。
　太田さんは、神奈川県出身で、
東京都内で就職後、恐竜をモ
チーフとした刺繍ロゴのブラン
ド「DIN.」（ディン）を創立。
その後、勝山で活動することに
なりました。
▶ 勝山で活動しようと思った
きっかけは？

　世界でも有数の恐竜博物館が
ある勝山は、恐竜をモチーフに
したブランドを立ち上げた時か
ら、魅力を感じていました。今
回地域おこし協力隊として、勝
山で活動できることをとても嬉

しく思っています。
▶なぜ恐竜をモチーフに？
　小さいころから恐竜が好き
で、就職も恐竜のおもちゃを製
作したいと思い、玩具関連の企
業に就職しました。働いていく
中、より多くの方に恐竜に親し
んでもらうためには、どうした
らいいかを考えたとき、生活に
欠かせない衣服でブランドを立
ち上げることにしました。
　衣服などは、自己表現やコ
ミュニケーションのツールにな
ると考えています。男女ともに
オシャレに着こなせる、どの世
代の方でも身に着けてもらえる
ものを勝山で作り上げること
で、恐竜と勝山を全国に向けて

恐竜と勝山市を全国へ発信
太
おお
田
た
啓
けい
斗
と
さん（26歳）
＝芳野町2＝

発信できると思っています。
▶ 今後の活動は？
　現在は、勝山と東京の2拠点
で活動しており、相互で訴求し、
勝山と東京の架け橋となる活動
をしていきたいです。そして、
勝山の繊維業界の皆さんと一緒
に繊維で勝山を盛り上げていく
ことや、若い人たちがもっと
チャレンジできる場所やコミュ
ニティも作っていきたいです。

雪崩防止堰堤雪崩防止堰堤

西ヶ原区にある無縁塚西ヶ原区にある無縁塚

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課
（市役所２階）へ
☎88 ｰ 8105
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件数内訳 令和元年10月末 前年比

総件数 ３２５件 －３８件

人身事故
（うち高齢者）

１１件
（２）

－３件
（－４）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（±０）

傷　者 １２人 －４人

物損事故 ３１４件 －３５件

11月の納税

9月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,967人 7 －13 －6 13 －17 －4 10,957人 －10人
女 12,065人 6 －17 －11 15 －18 －3 12,051人 －14人

合　計 23,032人 13 －30 －17 28 －35 －7 23,008人 －24人
世帯数 7,994世帯 7,990世帯 －4世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第３期　　
納期限▶12月2日㈪　口座振替▶11月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

アンチエイジング講座３クールが始まりました！
　第３クールでは、健康カ
ラオケの機器を使った体操
と「体幹を鍛えて美しい姿
勢になる」をテーマに体操
を行っています。
　体幹とは、「胸・腹・背中・お尻」の胴体部分
です。体幹を鍛えることで姿勢が良くなったり、
腰痛予防に効果があります。

日本遺産認定記念
「白山平泉寺の発掘調査の今」パネル展示
　これまでの発掘調査で見えてきた現在の状況
を報告します。
と　き▶11月９日㈯～ 12月１日㈰
奥越特別支援学校　作品展
　生徒さんの自由な発想で作られた作品です。
と　き▶11月11日㈪～ 24日㈰
成器南幼稚園園児　みんなの絵　作品展
　園児たちの元気いっぱいに描かれた作品です。
と　き▶11月18日㈪～ 29日㈮
　※29日㈮は午後3時まで展示
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800 　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900
申・問

行ってみよう

湯ったり勝山
勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

正しい歩き方を学べたので、今日
から意識して歩きます

参加者の声

脳
卒
中
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

〜
合
言
葉
は
Ⓕ
Ⓐ
Ⓢ
Ⓣ
（
フ
ァ
ス
ト
）
〜

　

脳
卒
中
は
、
命
に
関
わ
る
病
気
で
す
が
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
よ
り
助
か
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
左
記
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

《
脳
卒
中
と
は
》

　

動
脈
硬
化
な
ど
で
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り

し
て
起
こ
る
脳
の
障
害

ace（顔）Ｆ
　「イー」と口を
横に広げるように
笑顔を作ったとき
に、片方の口角の
み上が
らない

peech（言葉）S
　短い文章や簡単
な言葉を口に出し
てしゃべった時
に、ろれつが回ら
ない

「浴室」や「トイレ」では
ヒートショックに要注意
　寒くなる季節に多くなる
「ヒートショック」は、心筋
梗塞や脳卒中などを引き起
こします。
　寒さを我慢しすぎず、健
康に冬を乗り切りましょう。
なぜ起こるの？
　暖かい部屋から寒い所へ
移動すると、体温維持のた
めに血圧が急上昇します。
その後、血圧は下がります
が、血圧が何回も変動する
と心臓に負担をかけ、心筋
梗塞などを引き起こします。
対策は？
　トイレや脱
衣所・浴室を
暖房器など
で暖かくしま
しょう。

rm（腕）Ａ
　目を閉じて、手の
ひらを上にして両
腕を伸ばした時に
① 片方の腕だけ下
がる　

② 片方の手のひら
だけ内側に向く

ime（時間）T
　上記の1つでも
当てはまったら、
すぐに救急車を呼
びましょう！時間
が勝負です。


